　「The Wolf Queen」訳本
　「The Wolf Queen, Book One」

　「狼女王」第一巻
　Waughin Jarth著
　第３紀、第１世紀の賢人Montocaiの手記より
　第３紀６３年

　その年の秋に、大帝Tiber Septimの姪であるKintyra皇后の息子であるUriel皇子、その息子であるPelagius皇子がVulstaed王の娘に求愛するためにHigh Rockの都市国家Camlornを来訪した。その娘の名前はQuintilla、Tamriel中のどの姫よりも美しく、少女の可愛らしさと共に魔法の才をも持ち合わせた女性であった。
　幼い息子Antiochusを引き連れた、十一年間も男やもめが続いたPelagius皇子がその地を訪れて知ったのは、強大かつ邪悪な人狼がCamlornを狙っていることであった。求愛は脇に置いて、PelagiusとQuintillaは共に王国を救わんと乗り出した。彼の剣と彼女の魔術によって野獣は成敗され、神秘的な力を用いてQuintillaはその野獣の魂を宝石へと封印した。その宝石でPelagiusは指輪を作らせて、二人は結婚したのである。
　だが、こうも言われていたのである。すなわち、その人狼の魂は二人と共に在り続けていた、彼らの初子が誕生するまで、と。
第３紀８０年
「Solitude（訳注　僻地）の大使が到着しました、陛下」執事のBalvusが囁く。
　「夕食の真っ最中にかね？」皇帝は弱々しく呟く。「待つように言っておけ」

　「いえ、お父上、すぐに会うべきですよ」立ち上がりながらPelagiusが言う。「彼らを待たせないこと、何か不味いことを言わないこと。この処置は適当とは言えません」
　「しかし、席を外してくれるな。確かに、私よりもずっとお前の方が駆け引きは上手いがね。食事は家族の全員で摂るものだ。ところで、」そこで不意に食卓に着いている人数が随分と少ないことに気付いて、「お前の母親はどうした？」
　大司教と寝ていますよ、そう言いかけたが、しかし彼は父親も言うように口が上手いので、「礼拝に行っています」
　「兄弟たちは？」

　「Amielは、Firstholdで魔導師ギルドの長と会合です。それから、Galanaは、勿論これは大使には伝えない方が良いでしょうけど、Narsisの公爵との婚礼の準備をしています。大使には、彼女はSolitudeの国王と結婚すると思わせていなければなりませんからね。その代わりに、悪い腫れ物が出来て温泉へ療養に行っていると伝えておきましょう。それから、あまり熱心に結婚を強要しないように言うべきです。いくら政治的な手段とは言え」そこで微笑んで、「いぼ付きのお姫様なら、Nordの連中も吐き気がするというものですよ」
　「ふむ、そうだったな。しかし、いつも家族には周りに居て欲しいものだが。最も近しく最も愛しい人間から、まるで年老いた道化みたいに蔑ろにされるのは御免こうむりたいけれど」そんな風に自分が馬鹿にされるのを想像して唸りながら、「それで、お前の奥さんは？　それに孫たちは？」
　「Quintillaは、CephorusやMagnusと一緒に育児室です。Antiochusは、きっと街で商売女を漁っているでしょう。Potemaは、よく分かりませんけど勉強部屋でしょう。子供が周りに居るのは、お父上はお好きではないと思っていましたが」

　「やれやれ、大使たちと会っている間中、私は湿った応接室に閉じ込められるわけだ」そう溜息を吐いて、「連中が、その無邪気さと丁重さでもって花を添えてくれるかも知れないがね。さて、忌々しい奴らを入れてやってくれ」そうBalvusに告げた。
　Potemaは退屈していた。帝国領は冬の雨季に入っており、帝都の通りも庭園も至る所が水浸しである。もう雨が降っていなかった時が、彼女には思い出せないくらいだ。太陽が輝く姿を隠してから、たった数日だけ？　それとも、数週間？　ううん、数ヶ月？　単調に瞬きを繰り返す宮殿のトーチの火影、それ以上に何も時間の流れを感じさせるものは無い。大理石と石材で出来た廊下を歩く時、彼女に聞こえるのは叩き付けるような雨音だけ。そうして、自分が退屈であることを再確認する他は無くなってしまうのだ。
　ちょうど教師のAsthepheが彼女を探しているところだろう。いつもならば、彼女が勉強を嫌がることは無い。機械的な丸暗記だって、彼女には、お手のものなのだ。誰も居ない舞踏場を歩き回って、彼女は自問自答を繰り返していた。Orsiniumが死去したのは何時か？　第１紀９８０年。‘Tamrilean Tractates’（訳注　恐らく、Tamrielに関する諸論文）の著者は誰か？　Khosey。Tiber Septimが誕生したのは何時か？　第２紀２８８年。現在のDaggerfallの国王は誰か？　Gothlyrの息子であるMortyn。現在のSilvenarは誰か？　Varbarilの息子であるVarbarenth。LilmothのWarlord（訳注　戦王）は誰か？　これは引っ掛け問題だ。答えは、女のIoa。
　私が良い子で、どんな面倒も起こさないで、教師から素晴らしい生徒だって言われて、それで何を手に入れられるって言うんだろう？　ママもパパも絶対に約束は破らないって言うけど、きっと私にdaedricの刀を買ってくれないんだわ。あれは高すぎるし私みたいな女の子には危ないし。
　その時、皇帝の応接室から声が聞こえて来た。彼女の父親と祖父、それに奇妙なアクセントの男のNordの声だ。タペストリーの裏側の緩めておいた壁石を動かすと、Potemaは彼らの会話に耳をそば立てた。
　「率直に行きましょう、皇帝陛下」Nordの声が聞こえる。「我々の主君、Solitudeの国王は、たとえGalana姫がOrcのようであっても気に掛けません。要するに、国王は帝国との血縁を欲しているのです。Galana姫との婚姻を了承するか、さもなければ、TorvalでのKhajiitたちの反乱を鎮圧するために提供した数百万もの金貨を返還するか。これは、陛下が御自身の名誉に誓われた誓約ですよ」
　「さて、記憶に無いがね」父親の声が聞こえてくる。「君には在るのかね？」
　それから、何か呟くような音が聞こえる。祖父、あの古ぼけた皇帝のものであるとPotemaは踏んだ。
　「きっと、我々は記録室に足を運ばねばならないでしょうね。私の記憶ちがいかも知れませんから」皮肉げなNordの声が響く。「仕舞われる前に陛下の封印が為された契約書を、それを私ははっきりと覚えていますよ。もちろん、確かに、それは私の見間違いかも知れませんが」
　「君が言う文書を探すのに、小姓を記録室に送っておこう」父親の声が応じる。それは冷淡な調子で、彼女との約束を破る時に宥めるようにする声色だ。Potemaには馴染み深いものだ。抜き去った壁石を元に戻すと、彼女は急いで舞踏場から飛び出す。老いぼれの皇帝の用事をこなす時には、どれだけ小姓たちの足が緩まるかPotemaはよく知っているのだ。それに、記録室へ行くのには、さして時間は掛からないのである。
　堅牢なebony製のドアは、もちろん閉まっていた。しかし、どうすればいいか、彼女には分かっているのだ。一年ほど前、母親のBosmerのメイドが宝石を盗んでいるのを見つけたことがあって、それを見逃すのと引き換えに、その若い女に開錠のテクニックを教えてもらったのだ。Potemaは赤ダイアモンドのブローチから二本のピンを取り出すと、それを最初の鍵へと滑り込ませて、そこで手を固定した。そうして、錠内部のはじき金（訳注　銃・錠などの内部の回転する金具）と溝のパターンを頭に入れる。

　どんな鍵も、その独自の位置配列を持っているものだ。
　台所の食料品庫の鍵であれば、六つの自由に動くはじき金、七つ目の固定されたはじき金、それらに向かい合った一本の釘。その錠前をただ面白がって開けてみせたが、もしも彼女が毒殺者ならば、既に宮廷中の者が死に絶えていただろう。そう思って、にんまりと笑ったものだった。
　兄のAntiochusが秘密にしているKhajiitのポルノグラフィーの鍵であれば、たった二本の自由に動くはじき金、そして、羽ペンから毒が流れ出す、釣合い重りを用いた哀れなほどにチャチなトラップ。この時にも、首尾よく事は運んだ。Antiochusは恥ずかしがっていないようだったが、奇妙なことに彼女の脅しには容易に応じたものだ。結局のところ、まだ彼女は十二歳であるし、猫人間とCyrodiilとの間の性的倒錯は、なかなか学術的な問題であるのだろう。何れにせよ、彼はダイアモンドのブローチをくれて、それを戦利品としたのである。
　彼女は決して捕まらなかった。大魔道師の研究室に忍び込んで、その中でも一等ふるい魔道書を盗み出した時も。Gilane王の客室に忍び込んで、Magnusの公式訪問を祝う祝典が執り行われる前の朝方に、彼の王冠を盗み出した時も。自分の家族に厄介事の種をばら撒くのは、彼女には余りにも簡単だったのだ。今の獲物は皇帝の必要とする文書、会見で用いる重要なものである。そういうものに手を出すのは、彼女にも初めてであるだろう。
　この鍵は、しかし、今までの中で最も手を煩わせるものだ。何度も何度も、はじき金をさすっては、ピンで掴んだ二股の留め金を横にずらしつつ、釣合い重りをコツコツと叩いてみる。ほぼ３０秒の後には記録室に通ずるドアは開け放たれ、山と積まれた古文書が彼女を待っていた。
　それらの文書は日付・州・王国によって区分されており、すぐにPotemaは目的のものを手に入れることが出来た。つまり、神々の寵愛を受けし神聖Cyrodiil帝国の皇帝たるUriel Septim二世、彼の娘であるGalana姫、威厳あるSolitudeの国王Mantiarcoとの間で交わされた婚姻の契約書である。その獲物を引っ掴むと、小姓の目に留まる間も在らばこそ、しっかりと扉を閉めて記録室を後にしたのであった。
　舞踏場に引き返すと、例の壁石を緩めて彼らの会話へ熱心に聞き入る。数分ほどの間は、Nordの男も皇帝も彼の父親も、天気だとか何だとかの、外交上の詰まらない世間話を交わしていた。それから、足音と若い男の声が聞こえてくる。小姓だ。
　「陛下、記録室を捜索いたしましたが、御所望の文書は発見されませんでした」

　「そら、御覧なさい」父親の声がする。「無いと言ったでしょう？」
　「しかし、この目で私は！」激しい調子のNordの声。「国王と皇帝が署名を交わした時に、その場に私は居たのですよ！　その場に！」
　「私の父の、このTamrielを統べる支配者の言葉を疑わないで欲しいのだがね。もっとも、君が……間違っていたという証拠も無いけれど」Pelagiusの声音は低く、危なげなものになっていく。
　「もちろん、疑ってなど居ませんよ」口早にNordは譲歩の台詞をこぼす。「しかし、国王には何と伝えたら良いのです？　帝室とのコネクションも無ければ、お金も返ってこない。あの契約――少なくとも、私と国王は信じていた契約が在るのに」
　「Solitude王国と我々との間に、どんな不興も持ち込みたくはないのだよ」かなり弱々しいけれども、充分に明瞭な皇帝の声。「その代わりに、Mantiarco国王に孫娘を連れて行ってはどうかね？」
　Potemaは、急に部屋の温度が下がったかのような寒気を覚えた。
　「Potema姫ですか？　しかし、若すぎませんか？」Nordが答える。
　「もう１３だ」父親が言う。「結婚しても良い頃合だよ」
　「きっと、君の国王の理想的な伴侶となるだろうさ」皇帝も言う。「私の見るところ、彼女は明らかにシャイで無邪気だが、しかし、宮廷の作法だって上手く身に付けられるだろう。……何と言っても、彼女はSeptim家の一員なのだからね。だから、Solitudeの素晴らしい女王になるだろうさ。余りお転婆すぎない、気品の在る女王にね」
　「陛下の孫娘では娘ほど血縁は近くありませんが、」かなり暗澹たる口調のNord。「しかし、この申し出を受けざるを得ないように思います。その旨を国王に伝えてみましょう」
　「よろしい、これで一件落着ということで」その皇帝の声に重なって、Nordが応接室を後にする物音が聞こえた。
　Potemaの頬を涙が伝っている。勉強のお陰で、Solitudeの国王がどんな人物か彼女は知っているのだ。六十二歳の、ぶくぶくに太った奴なのだ。それから、どれだけSolitudeが遠いか、どれだけ極北の国で極寒であるか、彼女は知っているのだ。そんな蛮族のNordどもの中に、皇帝も父親も彼女を投げ込んでしまったのだ。部屋からは、まだ続く会話が漏れて来る。
「でかしたぞ。例の文書を燃やしたのは、お前だろう？」父親の声。
「何のことです？」口を尖らせながら小姓が答える。
　「皇帝とSolitude王との間の契約書に決まっているだろう、馬鹿者が。あの存在が知られては不味かったのだよ」

　「皇子、私は事実を申し上げたまでで御座います。その文書は記録室には見当たらなかったのです。紛失してしまったようで」

　「まったく、Lorkhan（訳注　紛失の神）でも居着いているのか！」父親は唸ってみせる。「どうして、この宮殿では何でもかんでも無くなってしまうのだ？　すぐに記録室に行って、それを見つけるまで戻ってくるな！」
　Potemaは手元の文書に目を落とす。Galana姫との婚姻の叶わぬ場合、数百万の金貨をSolitude王国へと受け渡す、そう記されてある。この契約書を父親の所に届けに行くことも出来るし、そうすればMantiarcoとの婚姻を取り止めにしてくれるかも知れない。あるいは、そうでないかも知れない。父親や皇帝を強請って、大金をせしめることだって出来るかも知れない。あるいは、Solitudeの女王になってから、それを突き付けて金庫を一杯にすることも出来るかも知れない。そうすれば、何でも欲しいものは手に入るだろう。もちろん、daedricの刀でも何でも。
　なんと多くの選択肢が在るのだろう、そう彼女は思う。そして、もう退屈していない自分にPotemaは気付いたのであった。
　「The Wolf Queen, Book Two」

　「狼女王」第二巻

　Waughin Jarth著
　第３紀、第１世紀の賢人Montocaiの手記より

　第３紀８２年

　皇帝の十四歳の孫娘であるPotema姫とNordの王国Solitudeの長であるMantiarco王との婚姻、その一年後にUriel Septim二世は没した。彼の息子であるPelagius Septim二世が帝位に就くと、父親の貧相な経済手腕のお陰で非常に困窮している財政難に直面する事となったのである。Solitudeの新女王となったPotemaは、彼女を余所者と毛嫌いしているNordの旧王家と敵対する姿勢を取った。彼女を娶る前に男やもめとなっていたMantiarcoは、死別した以前の女王を愛していた。その以前の女王は一人の息子Bathorgh王子を残していたが、彼は自分よりも二歳年下の継母を愛していなかったのだ。だが、Mantiarcoは彼女を愛しており、失敗に次ぐ失敗を重ねながらも、Potemaが二十九歳になった年、二人に息子が授かったのである。
第３紀９７年
「ねぇ、この痛み、何とかして頂戴！」歯を剥き出しながらPotemaは叫ぶ。治療師のKelmethは、そんな彼女の仕草に即座に狼憑きを思い浮かべたが、しかし、その想像を自分の頭から押しやった。彼女の敵対者たちは確かにPotemaを狼女王と呼んでいるが、どこか肉体が狼めいているという訳ではないのだ。
「陛下、私に癒すことの出来る傷は御座いません。その痛みは自然のもので、お産のためには必要で御座いますので」それから慰めの言葉を続けようとしたけれど、彼女の投げ付けてきた鏡を避けるために口を噤まねばならなかった。
　「私は、そこらの小娘じゃないのよ！」怒鳴りつけてみせる。「私はSolitudeの女王、皇帝の娘なのよ！　Daedraでも召喚なさい！　少しでも痛みを和らげてくれるんなら、Solitude中の人間の魂を残らず渡したって構わないんだから！」
　「陛下」治療師は神経質そうに言うと、冷たく輝く朝の太陽をカーテンで覆ってしまう。「冗談にしたって、それは賢明ではありませんよ。Oblivion界の連中ときたら、そんな考え無しの叫びだって聞き漏らさないんですからね」
　「あなたがOblivion界の何を知っているって言うの？」そう唸ってみせるが、しかし声は幾分か穏やかに静かになっていく。痛みが和らいできたのだ。「さっきの鏡を取って来て頂戴」
　「陛下、また投げるおつもりですか？」強張った笑みを張り付かせながらも、治療師は彼女に従った。
　「それも良いわね」鏡を覗き込みながら呟く。「次は外さないわよ。でも、血の海は止しにしとくわ。ところで、Vhokken公は、まだ広間で私を待っているのかしら？」
　「ええ、陛下」
　「そう。それじゃあ、髪を整えてから会うと彼に伝えて頂戴。ほら、さっさと出て行きなさい。また痛みがぶり返して来たら、只ではおかないわよ」

　「は、はい、陛下」
数分後、Vhokken公が部屋に姿を見せた。彼は巨躯で禿頭の男であり、友人からも敵からも‘Vhokken山’と呼ばれている。彼の話す様は雷鳴の如くである。Vhokkenの知っている中でも、女王は彼を全く恐れない数少ない者達の一人であり、彼女には笑みを以って応じるのである。
　「女王陛下、御気分は如何ですかな？」

　「最悪。でも、Vhokken山には春が来ているみたいね。そんな陽気な調子は、きっと将軍に就任したからじゃないかしら？」

　「臨時のものに過ぎないよ。前任者のThone公に謀反の噂が立って、それを明らかにする証拠を国王が見つけ出すまでの」

　「私が教えた通りに貴方が事を運んだのなら、きっと謀反の証拠が発見されるわね」そう笑って、ベッドの上で身を起こす。「教えて、Bathorgh王子は、まだ街に居るの？」
　「何という質問だい、陛下」山は笑ってみせる。「今日の武道会を王子が見逃すはずないだろう？　奴さん、毎年、新しい防御法を編み出しては試合で見せびらかしているんだから。去年のを覚えてないかい？　王子は何も鎧を着けずに中央のリングまで行って、それから２０分後、六人の剣士を相手に傷一つ付けられること無く勝負を決めたじゃないか。その試合は、実母のAmodetha女王に捧げたらしいね」
　「ええ、覚えているわ」

　「王子は俺も君も友人ではないが、しかし、彼には然るべき敬意を払っておくべきだろうね。稲妻みたいな奴だよ、あいつは。君は気付いていないだろうけど、いつだって彼は自分の愚直さを敵の目を欺くために使っているように思うね。王子の戦闘の流儀は南方のOrcから学んだものだとも言われているよ。何でも、敵の攻撃を未然に感知する神秘的な力を、Orcの連中から手に入れたんだとさ」
　「そんなもの、神秘的でも何でもないわ」静かに女王は答える。「父親から学んだのよ」
　「Mantiarcoに、あんな動きは無理だぜ」口元を歪めてみせる。
　「彼の動き、とは言ってないわ」そう言って、目を閉じながら歯を軋らせる。「また痛んできたわ。治療師を呼んで欲しいけど、その前に、尋ねておくことが在るの。……夏用の新しい宮殿の建設は始まったかしら？」
　「そう思うよ、陛下」

　「『そう思う』じゃ駄目よ！」彼女は叫ぶと、しっかとシーツを握り締めて、顎に血が滴るほどに唇を噛み締める。「すぐに建設が始まったか確かめてきなさい。今日中に！　貴方の未来も私の未来も、それから、この子の未来も、それに全て掛かっているんだから！　さぁ、急ぎなさい！」
四時間後、自分の子の顔を見るためにMantiarcoが部屋を訪れて来た。女王の額にキスをくれる彼に、彼女は弱々しく微笑んでみせる。その子が手渡された途端に、彼の頬を一条の涙が伝う。すぐに次の涙が後を追い、また次の涙が後を追う。
　「あなた」彼女は優しく声を掛ける。「あなたが感じ易いって聞いていたけど、本当だったのね！」
　「私の子供だからというだけじゃないさ。御覧、君に似て何て可愛らしいんだろう！」それから、老いた顔立ちに苦悩を滲ませながら妻の方に顔を向ける。「Potema、宮殿で面倒が起きている。王位に就いて以来、まったく、最も不味い事になりそうだ。この子の誕生だけが救いだよ」
　「どうしたの？　武道会で何か在ったの？」ベッドで身を起こすPotema。「Bathorghに何か？」
　「いや、武道会の事じゃないが、でもBathorghに関する事さ。こんな時に君に心配を掛けるべきじゃない。ほら、休んでいなさい」

　「あなた、言って頂戴！」

　「この子が生まれてから君に素敵なプレゼントを贈ろうと思って、それで古くなった夏用の宮殿を一から改装させていたんだよ。美しい宮殿だよ、少なくとも、そうだった。君だって気に入ったに違いないね。実は、Vhokken公のアイディアだったんだけどね。それに、Amodethaのお気に入りの場所でもあったし」そこで国王の声に苦々しい調子が混ざっていく。「だけど、そのお気に入りの理由も、もう分かってしまったんだよ」

　「どうしたって言うの？」静かに尋ねる。
　「そこで、私の信頼していたThone将軍と密通していたのさ。二人の間で手紙の遣り取りも在ったよ、君が今まで読んだこと無いほどに‘お熱い’内容の奴さ。でも、それよりも最悪な事が在るんだよ」

　「どういうこと？」

　「その手紙の日付が、Bathorghが生まれた頃なのさ。そうさ、私が育てて愛した息子は、」昂ぶりに声を詰まらせながらも、「彼は実の子供じゃなかった。Thoneの子供だったんだよ」
　「あなた」この年老いた男に、彼女は同情に近い念を覚えていた。両腕を彼の首に回すと、彼の啜り泣きの涙が自分と子供に落ちて来るのに任せている。
　「これからは、」彼は静かに言う。「もう、Bathorghは私の後継者ではない。この王国から追放しよう。今日の君の子こそが、未来のSolitudeを支配するのだ」
　「それに、きっと、」と彼女は付け加える。「彼は皇帝の孫ともなるんだから」
　「Mantiarco二世、この名前にしよう」

　「ねぇ、あなた。それも素敵だとは思うけど、」涙で縞になった彼の顔にキスしながら、「私達の結婚を取り持ってくれた祖父の名前を取って、Urielというのは何うかしら？」
　Mantiarco国王はニッコリと笑って彼女に頷いてみせた。そこにノックの音。
　「陛下」Vhokken山が顔を見せる。「Bathorgh殿下が武道会を制しまして、陛下による賞の授与を待っておいでに御座います。九人もの射手とHammerfellから取り寄せた巨大蠍を相手に、見事に耐え抜いてみせました。集まった群衆は、盛んに王子の名を歓呼しています。‘討たれ得ぬ者’、そう殿下は呼ばれているようで」

　「王子に会おう」悲しそうに言って、国王は部屋を後にした。
　「大丈夫、彼は‘討たれ得る者’よ」そして、うんざりしたようにPotemaは言った。「でも、それには骨が折れるでしょうね」
　「The Wolf Queen, Book Three」

　「狼女王」第三巻

　Waughin Jarth著
　第３紀、第１世紀の賢人Montocaiの手記より

　第３紀９８年
　この年の終わる数週間前、Evening Star月（訳注　十二月に相当）十五日の祝祭North Wind’s Prayerの最中にPelagius Septim二世は逝去した。そのため、その祝祭は帝国に対する凶兆と見做されることとなった。彼は十七年間の困難な治世を務め上げてきた。逼迫する帝庫を補填するために、Elder Council（訳注　恐らく、元老院）を解散して、その評議員たちに元の評議員の地位を買い戻させたのである。こうして、中には劣悪な者も在ったけれど、幾人かの優良な評議員が失われたのである。そのため、皇帝の死は以前に評議員だった者による毒殺であったのだ、という噂が人々の俎上に上ったものである。
　彼の子供達も、皇帝の葬式と新皇帝の戴冠式へと列席する事になった。最年少の十九歳であるMagnus王子は、彼が王室で評議員を務めているAlmalexiaから出向いた。二十一歳のCephorus王子は、Redguardの花嫁であるBianki女王を連れてGilaneから訪れた。継承者の最有力候補であり最老年の四十三歳のAntiochus王子は、父親と共に帝都へと到着した。そして、最後に姿を見せたのは、先帝の唯一の娘、Solitudeの狼女王と呼ばれるPotemaであった。三十歳とは言え輝く美貌を振り撒きながら、壮麗な従者と年老いた夫のMantiarco国王、それに一歳になる息子のUrielを引き連れて、人々の前へと現れたのである。
　Antiochusが帝位に就くと誰もが考えており、決して狼女王は一顧だにされなかったのである。
　第３紀９９年

「この一週間、毎晩おそくまで、Vhokken公は陛下の妹君の部屋へと何人も男を連れ込んでいるようですが」スパイマスターが報告する。「これを彼女の夫が知ったら、恐らくは――」
　「なに、Potemaの奴が信じているのは愛の女神Dibellaじゃなくて、征服者の神のRemanやTalosだよ。その男共とお楽しみをしているんじゃなくて、おおかた、陰謀でも練り上げているんだろうさ。誓ってもいいが、あいつよりは俺の方が沢山の男と寝ているだろうね」Antiochusは笑って、それから真面目な調子に戻ると、「評議会は俺の方に皇冠を遣りたいと思っている、その点で奴は遅れを取っている訳さ。しかし、こうして六週間も俺を待たせるとは！　評議員の連中に言わせれば、何やかやの記録の更新や戴冠式の準備に時間が必要だとよ。そう、俺こそ皇帝に相応しいんだ！　早くくれちまえば良いんだ、形だけの審査に過ぎないんだからな！」
　「陛下、もちろん妹君は貴方の御友人ではありませんが、しかし、このゲームには他の要素も在るものですよ。貴方の御父上が評議会をどんな風に扱ったか、決して忘れてはなりません。彼らは自分の支持者を必要としています。ですから、もしも妹君が彼らを取り込むならば、彼女の強力な後ろ盾とも」そして、ダガーで相手を突く身振りをしてみせる。
　「それも検討しておこう。とにかく、あの忌々しい狼女王からも目を離すんじゃないぞ。それと、俺が何処に居るか常に把握しておけ」

　「陛下、今日は何処でお楽しみを？」

　「Fredas。そこの〈猫とゴブリン〉娼館で遊んでくる」

スパイマスターは、「今夜、Potema女王に来訪者なし」と報告書に書き付けていた。何故なら、〈青の宮殿〉の庭園に於いて、彼女の母親、つまり未亡人になったQuintilla皇后と会食を持っていたからである。冬にしては暖かな夜であり、昼間の嵐が嘘のように雲は一つも出ていない。雨は地面を湿しているだけであり、規則的に丁寧に刈り込まれた庭園は、水衣を纏っているようである。二人の女がワインを傾けながら、広いバルコニーから庭園を見晴らかしている。
「腹違いの兄の戴冠式には出ないつもりでしょうね」娘の方を見ずにQuintillaは切り出す。歳月を経ても自分より皺の少ない彼女を、老いを感じ始めているPotemaは眺めやっていた。まるで、光り輝く太陽と冷え固まった石の組み合わせだ。
「そんな事ないわ」Potemaは答える。「でも、Antiochusが皇帝になったら、母さんも色々と面倒でしょう？」
　「彼は私の実の子ではないわ。Antiochusが十一歳の時に貴女の父さんと結婚して、それから彼と親しかった事は無いの。皇位継承の最有力候補であった事が、彼の成長を妨げてしまったと思う。もう家族を持って子供を育て上げていても良い頃合だって言うのに、まだ放蕩三昧で女の尻を追いかけているんだから。良い皇帝にはなれないでしょうね」溜息を吐いてPotemaの方に顔を向ける。「でも、家族にも不満の種が蒔かれることになるのは良くないわ。分裂して争い合うようになるのは簡単だけど、また結び付くのは非常に難しいものだから。私はね、帝国の将来が心配なのよ」
　「そんな言い方って、まるで……母さん、ひょっとして、体の調子でも悪いの？」

　「予感がしたのよ」微かに皮肉げな笑みを浮かべてみせる。「忘れないで、私はCamlornの高名な魔道士なんだから。数ヵ月の内に、私は死ぬ。それから一年以内に、あなたの夫も死ぬ。孫のUrielがSolitudeの王座に着くのを見れないのが、それだけが残念だわ」
　「それで、あの子は――」そう言い掛けて、たとえ死に逝く者であっても自分の計画を余り漏らすのは不味いと押し黙る。
　「Urielが皇帝になれるか？　ええ、その答えだって知ってるわよ。安心して、何れにせよ、その答えを貴女が生きて見届けることは出来るから。プレゼントを持って来たの。彼が成年になったら渡して上げなさい」大粒の黄色い宝石が嵌め込まれた、首に掛けたネックレスを外してみせる。「これは、私とPelagiusが三十六年前に成敗した強大な人狼の魂を封印した、そのsoul gem なのよ。このネックレスには魅了のエンチャントを施してあるから、これを掛ければ誰でも好きな人を魅了することが出来るわよ。国王には重要なスキルでしょう？」
　「そして、皇帝にも」そのネックレスを受け取りながらPotemaは言う。「有り難う、母さん」
　その一時間後、刈り込まれたdouadな潅木の黒い枝々の間を縫って何か暗い影が通り過ぎて行くのを、ふとPotemaは認めた。しかし、彼女が近付いてよく見てみようとすると、それは物陰へと姿を消してしまう。前々から、誰かが自分の後を付けていることをPotemaは知っていた。つまり、この宮廷でも命を落とす危険は在るということなのだ。しかし、この男は余りにも彼女の部屋に近付き過ぎていた。彼女は先程のネックレスを首に巻き付けてみる。
　「私の見える所に出ていらっしゃい」と命令する。
　すると、その男は物陰から滑り出る。小柄で色黒の中年であり、ヤギ革で作られた黒染めの服を身に纏っている。魔法の効力によって、彼の目は凍り付いたかのように一点を見据えたままだ。
　「誰の差し金なの？」

　「私の主人はAntiochus王子です」生気の無い口調で答える。「私は間諜です」

　彼女の腹積もりは決まった。「王子は書斎に居るの？」

　「いいえ、陛下」

　「何処に居るか分かっているの？」

　「はい、陛下」

　にんまりとPotemaは笑みを湛える。彼女はAntiochusを手中に収めたのだ。「よろしい、そこまで案内なさい」

　次の朝、再び姿を見せた嵐は猛烈に吹き荒れていた。壁に天井に叩き付けるように降る雨は、以前のようには昨晩の酒が抜けなくなってきたAntiochusの頭を酷く悩ませるものであった。隣に寝ているArgonianの娼婦を向こうへ強く押し出して呻く。
　「おい、窓を閉めてくれ」

　きつく窓が閉められると直ぐに、ドアをノックする音が響いた。スパイマスターだった。彼は微笑んで一枚の紙切れを王子に手渡す。
　「何だ、これは？」と、その紙に目を細める。「まだ酔ってるんだ。何だ、このOrcが書いたような文字は？」
　「それは陛下の役に立つと思いますけれど。ここで妹君が陛下とお会いになるそうですよ」

　Antiochusは直ぐに服を身に着けて夜の相手を追い出そうとしたが、しかし、それよりも良い事を思い付いたのだった。
　「Potemaを部屋に入れてやれ。スキャンダルでも何でも掻き立てさせてやれば良い」

　Potemaにもスキャンダルを作ってやれば、お互いに暴露できないと彼は考えたのである。橙と銀に染めた絹を纏って、勝ち誇った笑みと山の如くに聳えるVhokken公を引き連れて、彼女は部屋に入って来た。
　「お兄様、昨晩に母と話していて、非常に良い忠告を賜りましたの。私たち家族や帝国のためにも私はお兄様と公然と争ってはいけない、そう仰っていましたわ。だから、」ローブの隠しから何枚かの紙切れを取り出しながら、「お兄様には、この選択を提案したいと思うの」
　「選択だって？」笑顔に戻りながらAntiochusは言う。「やあ、何とも親密な響きじゃないか」
　「帝位に就く権利を自分から放棄して頂けませんこと？　そうすれば、これを評議会に提出する手間も省けるのですけれど」そう言って、兄に手元の手紙を渡してみせる。「その貴方の封印が為された手紙には、お兄様がPelagius Septim二世の子供ではなく王家の執事Fondoukthの子供であることを貴方自身が知っていると書かれてあります。お兄様は白を切り通すお積りかも知れませんけど、人の口に戸を立てる事は出来ませんし、先帝が寝取られるような老いぼれ道化であると帝国評議会が信じてしまうことも否定できないでしょう？　真実がどうであれ、その手紙が偽造であれ、このスキャンダルは帝位に就くチャンスを貴方から奪うのには充分ですよ」
　Antiochusの顔は激怒で真っ白である。
　「心配しないで、お兄様」彼の震える手から手紙を取り戻しながら、「貴方が快適な余生を送れるように取り計らって差し上げますから。お兄様のハートが、お兄様の或る器官が求めて止まない商売女たち全員と一緒の余生をね」
　不意に、Antiochusは声を立てて笑い出す。そして、スパイマスターの方にウインクを送ってみせる。「そう言えば、Khajiitのポルノを暴いて俺を強請ったのはお前だったな。もう二十年近くも前になるのか。俺も今では良い鍵を手に入れた、それは分かっただろう？　お前の欲しいものを手に入れるのに自分のスキルじゃ追い付かなくって、さぞかし参ったに違いないね」
　Potemaは単に笑ってみせるだけだ。そんなことは重要ではないのだ。彼女はAntiochusを手中に収めてしまったのだから。
　「俺の封印が置いてある書斎に入るのに、召使でもたらし込んだんだろう？」と愛想笑いをしてみせる。「きっと、母親直伝の魔法でも使って。なあ、この魔女？」
　Potemaは微笑を絶やさない。彼女が思っていたよりも、兄は賢いようである。
　「そんな魅了の呪文、しかも長く継続するような強力な奴を、お前は知っていなかったはずだろうから。魔法に関しては不得手だったからな。さて、覚えておくといい、気前よく召使どもに給料を払い続ける事が、長い目で見れば、連中に職務を全とうさせるコツなんだよ。そう、御主人様の弱みを易々と漏らさないようにするためには、な」そう言って、彼は懐から例のOrcが書き殴ったような紙切れを取り出してみせる。「さあ、これがお前に提示する選択だ」
　「何ですの？」笑みを翳らせながらPotemaは返す。
　「意味不明に見えるかも知れないがね、お前の求めているものを考えれば、それが何かは一目瞭然だ。つまり、俺の筆跡に似せようとお前が練習した跡なんだよ。良い贈り物だろ？　お前が他人の筆跡を真似ようとしたことは、それは他にも在るんじゃないのか？　確か、お前の旦那の前の奥さん、あのAmodethaの最初の息子が不義の子だと分かったのも手紙が切っ掛けだったろう？　あの手紙を書いたのもお前なんだろう？　さて、この筆跡を練習した証拠をMantiarcoに見せたら、奴さん、何て言うだろうかね？　いいかい、親愛なる狼女王。同じ罠を二度も仕掛けちゃいけないんだぜ」

　怒りの余り頭を震わせるPotemaは、何も言い返すことが出来ないでいる。
　「さあ、その偽物の手紙を俺に寄越して土砂降りの中を歩いて帰るんだな。それから、もう二度と、俺を帝位に就かせないように陰謀なんて巡らすんじゃないぞ」彼はPotemaの目をじっと見据えて言った。「狼女王、皇帝になるのは、この俺だ。さあ、出て行け」
　彼女は兄の手に手紙を渡して部屋を去った。それから少しの間、何も言えないままに廊下に突っ立っていた。そして、大理石製の壁の見えない程に小さな割れ目から雨の断片が染み出してくるのを、それを彼女は見詰めているだけであった。
　「ええ、あなたは皇帝になるでしょうとも」Potemaは言った。「でも、それも長くは続かないわ」
　訳注　「douad」の意味が不明。少なくとも英語ではない。

　「The Wolf Queen, Book Four」

　「狼女王」第四巻

　Waughin Jarth著
　第３紀、第１世紀の賢人Montocaiの手記より
　第３紀１０９年

　Tamrielを統べる皇帝として皇冠を授かってから十年余り、世俗的快楽に対するAntiochus Septimの矮小だが俗悪な渇望は、帝国臣民に対して彼を強烈に印象付けるところとなった。第二夫人Gysillaとの間に１０４年に成した娘は、彼の五世代上の叔母であった皇后に因んでKintyraと名付けられた。豊満に肥え太った、治療師が知っている限り全ての性病の兆候が見られる彼は、ほとんど政治に時間を費やすことは無かったのである。Antiochusの兄弟たちは、対照的に、この分野では彼よりも優れていた。LilmothのCyrodiilの女王Hellena――彼女の夫であったArgonianの司祭王は処刑されてしまった――と結婚したMagnusは、Black Marshに於ける帝国権益の拡大に素晴らしい手腕を見せた。Cephorusと彼の妻Biankiは、すくすくと育ちつつある子供達と共に、HammerfellのGilane王国を統治していた。しかし、SkyrimのSolitude王国を統治する狼女王Potemaほど、政治的に活躍していた者は居なかったのである。
　夫のMantiarcoが没してから九年後、彼女は未だ摂政として幼い息子Urielの補佐に当たっていた。Solitudeの宮廷は上流社会の人々で大いに賑わい、とりわけ皇帝に反感を覚える為政者たちの集う所となっていった。MorrowindやHigh Rockなどの地からの使者と同様に、Skyrimの全ての国王たちは何年も定期的にSolitude城を来訪していた。その来訪者たちの中には、より遠い地方からの者の姿も見受けられていたのである。
　第３紀１１０年
　Potemaは海岸に立って、Pyandoneaから遣って来たボートの姿を見詰めていた。灰色にうねる波々を掻き分けて進むTamriel製の巨船を彼女は何度も見た事があるが、それに比しても決して風変わりには見えない。よく見れば、確かに、張られた帆やキチン質で作られた無骨な船体は、そっくり同じとは言わないまでも似たようなものを、PotemaはMorrowindで見たことがあるのだ。それどころか、あの酷く異国情緒のある旗さえ無ければ、海辺に浮かぶ他の船と見分けが付かなかったことだろう。塩気の効いた霧の立ち込める中、別の島の方からの来訪者に向かって歓迎の意を込めて手を伸べてみせる。
　そのボートに乗っている男たちは、ただ青白いというだけではなく、まるで白みがかった透明なゼリーで作られたかのように全く色を持っていなかったのである。しかし、それを彼女は予め知っていたのだ。国王と通訳者が降りて来くると、彼らの虚ろな目を直接に覗き込みながらPotemaは握手を求めた。国王の声は、彼女には雑音めいて聞こえる。
　「Orgnum国王陛下で在らせられます」たどたどしく通訳者が言う。「女王陛下の美しさに喜びを覚えていらっしゃいます。危険な航海の手助けをして頂いて、感謝の念を抱いておられます」
　「とてもCyrodiil語がお上手ですのね」

　「私は四大陸の言語に精通しております」通訳者は返す。「Atmora、Akavir、それにこのTamrielの住人とも、故郷のPyandoneaの住人と同様に会話することが出来ます。実際のところ、ここの言葉が最も簡単ですね。私も、この航海は楽しみにしていました」
　「この地で陛下は歓迎されていると、それから、何か欲しいものが在れば取り計らうと伝えて頂戴」笑って言うと、それに付け加えて、「ニュアンスは理解できているかしら？　私が丁寧に応じているって分かるかしら？」
　「勿論です」通訳者は頷いてみせる。そして、彼が二言か三言かボソボソと国王に何か言うとOrgnumは笑顔を見せている。彼らが話し込んでいる間、波止場の方に目を遣っていたPotemaは、そこに、今や見慣れた灰色の外套に身を包む男達がLevletと話しながら自分を窺っているのに気付いた。灰外套の男達、それはSummerset Islesに居を構えるPsijic結社の食えない連中だ。その連中と話し込んでいる男はLevlet、Antiochusの家臣である。

「外交特使を務めるVhokken公が陛下の宿泊する部屋で待っております」Potemaは言う。「非常に残念でありますが、陛下の他に重要な客人がいらっしゃいましたようです。どうか、ご理解を頂けますよう」
　それにOrgnumは頷くと、Pyandoneaの人々との昼食会の準備へと彼女は赴いた。例のPsijicと会うのには、多大な精神力が必要となるのだ。一番シンプルな黒服と金のローブとに身を包むと、準備のために国賓室へと足を向ける。息子のUrielは、玉座に掛けながらペットのjoughatと戯れているところだった。
　「おはよう、お母さん」

　「おはよう、Uriel」そう言って、彼の体を持ち上げてみせる。「Talos、しかし重いわね。こんなに重い十歳の子なんて、私、抱っこした事は無いと思うわ」
　「きっと、僕が十一歳だからだよ」そう彼女の冗談に調子を合わせてみせる。「もう十一歳になったんだから、勉強に精を出すように言うでしょう？」
　「あなた位の年には、私は勉強に夢中だったものよ」

　「僕は王様だもん」口を尖らせて答える。
　「でも、それに満足しちゃいけないわ」Potemaは言う。「皇帝になる権利は、もう全部そろっているんだからね。そこのところ、ちゃんと分かっているの？」
Urielは頷く。その瞬間、彼の面立ちがTiber Septimにソックリに見えて彼女は驚いてしまった。冷酷な額、力強い顎。彼が年を取って子供に特有のふくよかさが抜けたならば、その姿は八世代前の叔父に生き写しとなるだろう。その時、彼女の背後でドアの開く音がして、案内係が例の灰色の外套を着けた男たちを引き連れてきた。少しく身を強張らせて彼女が合図を送ると、Urielは玉座を跳び下りて国賓室の戸口へと向かう。そうして、微動だにせずPsijicたちの代表者に挨拶を送った。
「お早う御座います、Iachesis導師」Potemaのハートを飛び上がらせるような気品ある調子でもって、一音節ずつ区切ってUrielは言ってみせた。「このsolitude城、お気に召して頂ければ幸いですが」
　「ええ、Uriel王子、みな気に入りましたとも」喜んで感心したようにIachesisは答える。
　背後のドアを閉めて、Iachesisの率いるPsijicたちが部屋に入って来る。ちょっと玉座に腰掛けていたPotemaは、そこを降りてから客人たちと挨拶を交した。
　「待たせて済まなかったわ」彼女は言う。「はるばるSummerset Islesから来てくれたのだもの。これ以上、待たせるべきではないわね。許してくれるでしょう？」
　「なになに、大して長い航海ではありませんよ」灰の外套を纏った者の中の一人が怒った風に言う。「Pyandoneaから来ることを考えればね」
　「あら、Orgnum国王と従者の方達を見たのね。ついさっき到着した、私の客人なのよ」陽気な口調で返す。「きっと、あの方達をもてなすのを、不思議に思っているのね？　私達Tamrielの人々にとって、Pyandoneaの方達は侵略者だと考えられているから。この件に関しても、他の全ての政治的問題と同様に中立を守る積りなのね？」
　「勿論です」堂々とIachesisは答える。「このPyandoneaの侵入によって、我々が得るところも失うところも在りはしません。我々Psijic結社はSeptim皇朝の如何なる組織にも隷属しませんし、誰が政権を取ろうとも生き延びてみせますよ」
　「あら、それって、どんな雑種犬の毛皮にも潜り込もうとする蚤みたいなものね？」目を細めて言う。「あまり自分を過大評価しない方が良くってよ、Iachesis。貴方の結社の子供達を合わせたって、それに倍する力を魔道士ギルドは持ってるし、その魔道士ギルドは完全に私の側に付いているんだからね。私達は、Orgnum国王と協定の交渉を進めているところよ。Pyandoneaと手を組んで私がこの大陸で相応しい地位に、つまり皇后になったら、何処が秩序の中で貴方に相応しい地位か見せてあげるわ」
　居並ぶ灰外套の者達からジロジロと見られるのも構わずに、Potemaは威厳のある堂々とした足振りでもって国賓室を後にする。
　「Levlet公と話しておくべきでしょう」灰外套の一人が言う。

「ああ」Iachesisは返す。「そうすべきだろう」
　Levletは、すぐに馴染みの〈月と酔いどれ〉亭に姿を現した。Iachesisに率いられて三人の灰外套たちが酒場に足を踏み入れると、彼らの行く手では紫煙と喧騒が死に絶える。煙草とflin（訳注　酒の一種）の匂いでさえ、その姿を消してしまう。Levletは立ち上がると、一行を階上の小部屋へと案内する。
　「考え直してくれたんだな」にんまりとLevletは笑ってみせる。

　「諸君の皇帝は、」そう切り出してからIachesisは言い直すと、「我々の皇帝は独自に打診してきたよ。千二百万の金片と引き換えにPyandoneaの戦艦からTamrielの西岸を防衛してくれるように、とね。そこに、我々は五千万で引き受けると応じた。Pyandoneaの侵攻が引き起こす危険を熟慮すれば、いずれ皇帝の要求を飲まねばならないだろうがね」
　「魔道士ギルドだったら、もっと気前よく――」
　「きっと、何とも安上がりなことに、一千万で飲むだろうね」口早に言葉を被せた。
　会食を進めながら、通訳者を通しつつ、兄への謀反を進めるためにPotemaはOrgnum王と取り決めを交わしていた。これほど異なった文化を持つ相手にも自分の色香の通ずることが分かって、彼女は非常に嬉しくなった。その夜、彼女は国王とベッドを共にしたのである。一連の顛末は外交上の上品なものだったけれど、今までで彼が最高の恋人であることをPotemaは発見したのだ。事の前に、彼は或る香草を寄越した。それは、まるで時間の表面を漂っているような心持にさせるもので、何時の間にか自分が愛撫に勤しんでいるのに彼女は気付いたのである。あたかも自分は冷たい霧のようであり、そして彼の衝動を冷却しているような気分になってくるのだ。何度も、何度も。朝の光の中、Potemaの頬にキスをしたOrgnumの、その睫毛の無い白目が別れを告げるのを見てPotemaは後悔に貫かれたのであった。
　その朝に、Summerset Islesと来るべき侵攻とに舵を取る船は海岸を離れて行った。その海へと乗り出す船に向けて彼女は手を振ってみせていた、誰かの足音が背後に迫るまでは。Levletであった。
　「Iachesisの連中は八百万で手を打ちましたよ、女王陛下」
　「Mara（訳注　愛の神）に感謝すべきね」Potemaは言った。「謀反には、まだ時間が掛かりそうよ。彼らにはSolitudeの国庫から支払っておいて、それから帝都に行ってAntiochusから千二百万を受け取ってきなさい。このゲームの儲けは大きいわよ、もちろん、貴方にも」
　それから三ヵ月後、Pyandoneaの艦隊が完全に壊滅したとPotemaは知らされた。Artaeum島に忽然と現れた大嵐に因るものであったらしい。そう、Psijic結社の拠点とする港が在るところだ。こうして、Orgnum王を始めとする船員たちは全て、海の藻屑と消えたのである。
　「時には、敢えて憎まれることで、」息子のUrielを抱き締めながら彼女は囁く。「大きな利益を手に入れられるのよ」
　訳注　Potemaが息子Urielに対して「Talos」と呼び掛ける場面が在るが、Talosとは大帝Tiber Septimの元の名前である。Tiber SeptimはTamriel全土を征服して第３紀の幕開けを為した人物であり、彼を神と崇める〈Talos教〉さえ存在している。そのため、Urielに対して、彼のように立派になって欲しいと「Talos」と呼び掛けたのであろう。
　「The Wolf Queen, Book Five」

　「狼女王」第五巻

　Waughin Jarth著
　Montocaiの弟子である、第２世紀の賢人Inzolicusの手記より

　第３紀１１９年

　二十一年間に亘るAntiochus帝によるTamrielの支配は、彼の倫理的腐敗にも関わらず、その有能な指導者としての手腕を証明するものであった。彼の最大の功績は、Summerset Islesに於ける　１１０年の海戦での勝利であった。帝国艦隊とSummerset Islesの王国海軍、それにPsijic結社の魔力によって、Tamrielを侵略せんとするPyandonea艦隊の殲滅に成功したのである。彼の兄弟であるLilmothのMagnus王、GilaneのCephorus王、Solitudeの狼女王Potemaらの統治するTamrielの諸王国は、帝国との関係を極めて良好に保っていた。しかし依然として、何世紀にも亘る疎遠は、帝国とHigh RockやSkyrimの諸王との間に横たわる断絶を修復してはいなかった。
　妹と甥のUrielとが珍しくAntiochusを訪ねた折には、彼は長年の統治に於いて幾つも溜め込んだ病気によって昏睡状態に陥っていた。Elder Councilが娘の十五歳のKintyraを玉座に着かせようと準備しているのを余所に、彼は生死の淵を数ヶ月も彷徨っていたのである。
　第３紀１２０年
「母さん、私はKintyraと結婚することは出来ませんよ」その提案に嫌がっていると言うよりは面白がっている風にUrielは答えてみせる。「彼女は一親等の従妹だし、評議会のModellus公と婚約していると思いますから」
「あら、とっても臆病なのね。口説くのに良い機会だって在るのに」Potemaは言う。「でも、何れにせよModellusに関する読みは当たっているし、この大事な時に評議会と険悪になるのは不味いわ。それじゃあ、Rakma姫はどうかしら？　Farrunでは、彼女の仲間と一緒に楽しく過ごしたんでしょう？」
　「実に良い娘ですよ」Urielは答える。「あまり、色事に関することまで詮索しないで欲しいですけど」
　「それで、彼女の解剖の研究結果はどうだったのかしら？」にっこりとPotemaは笑む。「だけど、結婚するつもりなの？」
　「そう考えていますよ」

　「賢明ね。それじゃあ、私も準備を手伝うから」言葉を続ける前に覚書に記しておく。「Lleromo王は同盟を保つのに手を焼いているし、この政略結婚で私達との仲を強化できるからね。私達にも向こうが必要なのよ。それで、葬儀は何時になるでしょうね？」
　「葬儀ですって？」Urielは尋ねる。「Antiochus叔父さんの事ですか？」

　「もちろん」Potemaは溜息を吐いてみせる。「最近、誰か他に重要な人が死んだかしら？」

　「Redguardの小さな子達が大広間を走り回ってますよ。きっと、Cephorus叔父さんが着いたんだと思います。Magnus叔父さんも、昨日、宮廷に到着しました。だから、その葬儀も、そろそろでしょうね」

　「評議会で演説する頃合ね」Potemaは微笑んで言った。
　いつもの色とりどりの服ではない黒服を彼女は着込む。兄の死を悲嘆する妹、という外見が重要なのだ。鏡の前に立った彼女は、自分が全くの五十三歳である容貌に愕然とした。銀髪は赤褐色の地毛に取って代わろうとしている。北方に位置するSkyrimの、その長く冷たく乾燥する冬は、彼女の顔中に蜘蛛の巣を思わせる程に細かな皺を張り巡らせたのであった。しかし、それでも尚、微笑めば相手のハートを喜ばせることも、顔をしかめれば相手を縮こまらせることも出来ることを彼女は知っていた。そして、目的を達成するためには、それで充分であるのだ。
　彼女が評議会に於いて為した演説は、恐らく、弁論術を学ぶ生徒にとって助けとなるものだろう。まず、世辞と謙遜を以って始められた。「威厳と賢明に溢れる私の友人諸君、Elder Councilの諸君、私は一地方の女王に過ぎません、そして、貴方がた自身が既に熟考なさったに相違ないところの問題を再び繰り返すことしか能が御座いません」
　それから、欠点も在るが人望の篤かった前皇帝の賞賛へと言葉を続ける。「彼こそ、Septimを名乗るべき真の皇帝でありました。そして、偉大なる戦士として――貴方がたの助力も在って――Pyandoneaの無敵艦隊を屠ったのであります」
　しかし、この演説の要点に至るまで、さして時間は掛からなかった。「不幸であることに、Gysilla皇后の存在は、兄上の痴情を抑えることには全く寄与しませんでした。実際には、貧民窟の如何なる売春婦であれ、彼女よりも兄上とベッドを共にする者は在りませんでした。もしも彼女がより誠実に宮廷の寝室に於ける責務を果たそうとしたならば、我々は帝国の正統な後継者を持つことになったでしょう。決して、皇帝の子供であると自称するような、精薄で虚弱な私生児たちではなく。Kintyraは、Gysillaと衛兵隊長との間の子であると一般に信じられています。或いは、便所の掃除夫との間の子であるかも知れません。何れにせよ、私達に確実であることは決して分かりません。私の息子であるUrielの血縁が確実である程には、Kintyraの血縁が確実であることは無いのです。Urielは、Septim皇朝に於ける最年長の正統なる息子であります。聴衆諸氏に告げます、如何に皇帝の姫君であれ、決して私生児は玉座に着くべからざること、それこそ、私が貴方がたに請け合うところであるのです」
　そして、最後に穏やかな口調で、しかし行動を促すように演説を閉じた。「貴方がたの決定を審問するのは、それは後世の人々であります。最早、何を為すべきか充分に分かっているはずでありましょう」
　その日の夜に、Potemaは地図室で彼女の兄弟や妻達をもてなしていた。そこは、宮廷に在る食堂の中でも彼女のお気に入りであるのだ。壁の一面には、嘗ては鮮明だったのだろうが今は色褪せて、帝国、Atmora、Yokunda、Akavir、Pyandonea、Thrasに於ける、全ての既知の土地が描かれている。頭上はガラス製の巨大なドームで覆われており、雨に濡れて歪んだ星の姿を映し出している。数分毎に稲光が走り、奇妙な影が壁に磔にされる。
　「評議会と会合を持つのは、何時になさるお積りですの？」夕食を運んできた給仕に応対しながらPotemaが切り出す。
　「するかどうかも分からないよ」Magnusは答える。「きっと、何も言うことは無いだろうさ」
　「Kintyraへの戴冠が発表された時にしようと、私は考えているよ」Cephorusが口を出す。「まぁ、私もHammerfellもKintyraを援助するという、そんな姿勢を見せるだけの形式的なものになるだろうがね」
　「あら、Hammerfellの全人民を代表するお積りですの？」からかうようにPotemaは笑ってみせる。「きっと、Redguardに随分と愛されておいでなのでしょうね」
　「Hammerfellで帝国とコネクションを持っているのは、唯一、私達だけですのよ」Cephorusの妻であるBiankiが言い添える。「Stros M’kai条約によって、私達は帝国の一部であることになっています。単なる帝国臣民ではなくてね」
　「もう評議会と話を済ませたと思っているのだけど？」Magnusの妻であるHellenaが鋭く指摘する。彼女は生来の外交家であり、Argonianたちの王国を支配するCyrodiilとして如何に逆境を把握して乗り越えて行けば良いか知っているのだ。
　「ええ、済ませましたよ」蒸し煮されたjalfbirdの切り身を味わう手を止めてPotemaは答える。「今日の昼に、戴冠に関する短いスピーチをしておきました」
　「Potemaときたら、素晴らしい弁舌家だからな」Cephorusが言う。

　「あら、それは買いかぶりですわ」笑いながらPotemaは答える。「だって、スピーチよりも手際よく出来ることは沢山ありますもの」

　「例えば？」笑いながらBiankiが尋ねる。

　「そのスピーチで何を喋ったのか、良ければ、私達にも教えて貰えないものだろうかね？」胡乱そうにMagnusが探りを入れてくる。
　その時、食堂のドアがノックされた。執事長が何事かPotemaに囁くと、彼女は笑みを浮かべて席を立つ。
　「私は戴冠に全力で貢献すると、そう申し上げましたわ。評議会の方々が賢明に行動なさるならば、とね。このスピーチに、何か不味いことでも在って？」そうして杯のワインを空けると、ドアに向かって歩を進める。「席を外しても構わないかしら？　姪のKintyraが私に何か話が在るそうですので」
　Kintyraは帝国衛兵に付き添われて広間に立っていた。「Kintyraは、ほんの子供に過ぎないけれど、」Potemaは想いを馳せる。「でも、あの歳に私はMantiarcoと結婚して二年も過ぎていたのだ」しかし、確かに、二人には共通点もあるのだ。黒く濡れる瞳に、青白くて滑らかではあるが、しかし大理石のように丈夫そうな肌。それは、あたかもKintyraを女王のように装わせるものである。叔母を見詰める彼女の目は暫らく怒りに燃えていたものの、しかし、その感情は何処かに引っ込んで皇家の一員に相応しい気品ある物腰に取って代わった。

　「Potema女王」Kintyraは穏やかな口調で切り出す。「この二日以内に私の戴冠式が催される、そう知らされましたの。でも、叔母様の御列席は場に相応しくないように思いますわ。ですから、貴方の御荷物を召使に纏めさせるように、それから今夜中に案内人の付き添いで王国に帰られるように、そのように既に取り計らっておきましたの。それだけですわ。さよなら、叔母様」
　Potemaは何か言い返そうとしたけれど、しかし、Kintyraと衛兵の二人は個室に続く廊下へと踵を返して出て行ってしまった。彼女たちを言葉も無く見送ったPotemaは、それから地図室へと引き返す。
　「Bianki」深い悪意を隠そうともせずにPotemaは義妹に話し掛けた。「あなた、私がスピーチよりも手際よく出来ることは何か、そう尋ねたわね？　教えてあげるわ、それは戦争よ」
「The Wolf Queen, Book Six」

　「狼女王」第六巻

　Waughin Jarth著

　第２世紀の賢人Inzolicusの手記より
　第３紀１２０年
　Antiochusの娘である十五歳の女帝Kintyra Septim二世の戴冠式は、First Seed月（訳注　三月に相当）三日に開催された。彼女の叔父であるLilmoth国王のMagnus、Gilane国王のCephorusは出席していたものの、叔母であるSolitudeの狼女王Potemaは宮廷から締め出されて姿を見せていなかった。一度Solitudeへと引き返したPotema女王は、後に〈赤金剛石の乱〉と呼ばれるようになる謀反の準備に取り掛かったのだ。彼女が長年に亘って同盟関係を築き上げてきた諸王や諸侯の不満分子が、新女帝に対立して其処に一堂に会したのである。
　帝国に対する最初の打撃は完全な成功に終わった。Skyrim全土、High Rockの北部に於いて、帝国軍は攻撃に晒されたのである。Potemaの率いる軍は恰も疫病の如くにTamriel全土を席捲して、至る所で刺激された暴動や叛乱が頻発した。この年の秋には、High Rockの西岸を統べる忠実なるGlenpoint公が、帝国軍の増強を緊急に請願するに至った。そして、Potemaに対する鎮圧を鼓舞するために、Kintyraは自身で軍を率いて立ち上がったのである。
　第３紀１２１年

　「我々はPotema軍の位置を把握しておりません」深い当惑を見せながらGlenpoint公が言う。「地方にも密偵を派遣したのですが……。ただ言えるのは、陛下の軍勢が到着するのを知って北方に退却したらしいことだけであります」
　「あまり気乗りはしませんが、しかし戦闘は止むを得ませんね」Kintyraが答える。「叔母様の頭上に鉄槌を下して、その首を帝国中に晒してあげましょう。息子のUrielは、まさに帝国領との国境に居て私を嘲り笑っています。この戦争で彼らに勝ち目は在るのでしょうか？　彼らが戦闘で功績を上げて、帝国の臣民たちに私を心底から憎ませることが出来るのでしょうか？」
　秋と冬の泥濘の中での数ヶ月にも亘る苦闘に、すっかりKintyraは参ってしまっていた。Dragontail山脈の横断中には、ほとんど奇襲とも言える戦闘を余儀なくされた。温暖であるはずのDwynnen男爵領に吹き荒れた雪嵐は、全く予期されなかった程に過酷なものであり、それはPotemaと同盟を結ぶ魔道士の手によるものであることは明白であった。彼女が向かう先には何処でも、叔母の足跡が感じ取れるのである。そして、今に至るまで、狼女王と直接に対決する機会は妨げられてきたのだ。もはや、ほとんど我慢のならない程に。
　「恐怖、純粋で単純な」公爵は言う。「それこそ、Potemaの使う最も強力な武器なのです」
　「尋ねておく必要が在りますが、」話題を換えることで、その公爵の言う恐怖が声の調子に表れていないことを願いながら、「貴方はPotema軍を見たのですね？　それでは、彼らが不死者の軍団を召喚して行使しているというのは本当なのですか？」
　「いいえ、実際のところ、そうではありません。大方、Potemaが噂をばら撒いたのでしょう。連中は夜に攻撃を仕掛けてきますが、それは戦略上のものであると同時に、そうして恐怖を駆り立てる効果も狙っているのです。私の知っている限りに於いては、近代的な軍隊の備える標準的な攻性魔道士や暗闘者を除いて神秘的な援軍を有してはおりません」

　「常に夜に、か……」思慮深げにKintyraは呟く。「思うに、それは兵士たちを潜伏させるためではないでしょうか？」
　「そして、我々に気取られぬ内に軍を配置しておくためでもある、と」公爵は付け加える。「彼女は奇襲のプロですよ。西に連中の軍靴を聞いたら、既に南から傍に迫ってきている、そういう具合です。しかし、安心してください。明日の朝の行軍について、我々は皆で協議する積りですので。この城で最上の部屋を用意いたしましたから、陛下は家臣の方達と一緒にお休み下さいませ」
　塔の一室で椅子に座って、月明かりと獣脂の蝋燭だけを頼りにKintyraは手紙を書いていた。帝都に残して来た、未来の夫であるModellus公に宛てたものだ。今年の夏には、祖母のQuintillaが寵愛していたという〈青の宮殿〉で結婚式を挙げる積りだったが、この戦争で取り止めになってしまったのだ。手紙を書いている間、窓越しに眼下の中庭を、そこに生えている、冬に葉も落ちた薄気味悪い木々をじっと見詰めていた。二人の衛兵が、互いに数フィート離れて胸壁に陣取っている。「まるで私とModellusみたいに」そう思った彼女は、さっそく手紙にその比喩を書き付けた。
　その時、ノックの音が詩作の邪魔をした。
　「陛下、Modellus公から手紙であります」年若い伝令が紙切れを彼女に手渡す。
　それは短いもので、その伝令が退出の伺いを立てる前に読み終えてしまう程だった。「よく分からないのだけれど。これが書かれたのは何時なのかしら？」
　「一週間前です」伝令が答える。「出来るだけ早くに兵士を動員せねばならない、そう仰っていました。恐らく、公爵は既に帝都を発ったものと思われます」
　Kintyraは伝令を退出させた。Modellusは手紙で書いていた、「Glenpointでの戦闘に備えるため緊急の増兵が必要である」と要請する手紙を彼女から受け取っていた、と。しかし、Glenpointでの戦闘など無いし、それどころか、今日ここに到着したばかりであるのだ。それでは、Kintyraの筆跡を真似て手紙を送ったのは誰なのか？　その誰かは、どうして帝都からHigh Rockに向けて第二軍を派兵させようとしているのか？
　夜の冷気を感じて、窓辺に向かうと閂を降ろす。と、胸壁に居たはずの二人の衛兵が見当たらない。彼女は身を乗り出して、例の薄気味悪い木々の陰に目を凝らす。だから、背後のドアが開く音など聞こえなかったのだ。
　振り向いたKintyraが見たのは、Potema女王とGlenpoint公爵のMentin、それに大勢の衛兵たちであった。
　「叔母様は物静かでいらっしゃるのね」数秒の沈黙の後でKintyraは言葉を搾り出す。それから公爵に向かって、「どうして貴方の忠誠心は翻ってしまったの？　恐怖なのかしら？」
　「それと、金ですよ」公爵は簡単に付け加えた。
　「私の軍はどうしたの？」キッとPotemaの顔を睨み付けて言葉をぶつける。「あんまりにも、戦闘が終わるのは早すぎないかしら？」
　「陛下の家臣は、みな死に絶えましたよ」Potemaは微笑んでみせる。「でも、ここで戦闘が在ったわけではないのよ。単に、闇から闇へと効率よく葬っていっただけのこと。これからよ、戦闘が在るのは。Dragontail山脈でModellusを屠って、それから帝都の残党を刈り取らなきゃいけないんだからね。心配しないでも、陛下には戦争の進み具合を逐一、報告して差し上げますから」
　「そう、ここで人質にしておく積もりなのね」この一室が頑丈な石造りの高い塔に在ることに不意に気付いて、Kintyraは平板な声音で言ってみせる。「くそやろう！　よく見ろ、あたしは皇帝だぞ！」
　「あら、こう考えてみては如何かしら？　第五等の為政者から第一等の受難者へと引き上げられるって考えてみては？」ウインクと共に付け足してみせる。「もっとも、それで貴方が感謝しないかどうか、私には分かっているけどね」
　訳注　最後の「第五等の為政者から第一等の受難者へと引き上げられる」の解釈は困難であるが、恐らく、同世代のAntiochus・Potema・Cephorus・Magnusの四人と比べて、Kintyraは為政者として「第五等」であり、それ故に「第一等の受難者へと引き上げ」てやろうという意味であるだろう。ちなみに、「受難者」の原語である「martyr」は「殉教者・殉職者」も意味するが、それでは意味が通らないだろう。
「The Wolf Queen, Book Seven」

　「狼女王」第七巻

　Waughin Jarth著

　第２世紀の賢人Inzolicusの手記より

　第３紀１２５年

　女帝Kintyra Septim二世がGlenpoint城の塔で処刑された、その正確な日付に関しては諸説が存在する。１２１年の投獄の直後に殺害されたのだと主張する者も在れば、彼女の叔父であるGilane国王Cephorusが１２５年の夏にHigh Rockを制圧した、その少し前まで虜囚として生存していたようであると主張する者も在る。Kintyraの死没に関して確実であることは、四年前に防護の不意を突いて帝都を制圧した折に皇帝Uriel Septim三世の戴冠を為したUrielと狼女王Potemaに対して、数多の人々が叛旗を翻したということである。
　CephorusがHigh Rockの戦闘に兵を集中させる一方、Lilmoth国王Magnusは傘下のMorrowindを通過してPotemaの拠点とするSkyrimへとArgonian軍団を派兵した。その爬虫類の軍団は、夏期に於いては効果的に戦闘を為したものの、冬期に於いては南方へと退却して温暖になるのを待って再攻撃のために兵を再編せねばならなかった。この膠着状態によって、戦争は二年も長く引き続いたのである。
　また、１２５年にはMagnusの妻Hellenaが初子を出産して、Magnus・Cephorus・先帝Antiochus・Solitudeの畏怖すべき狼女王Potemaの父親に因んで、その男児はPelagiusと名付けられたのである。
　第３紀１２７年
　テントの前の暖かな草地に絹製の柔らかなクッションを敷いて、それに座りながら向こうの草原に黒々と生える木々の上に朝日が昇るのをPotemaは眺めていた。それは、Skyrimの夏季に見られる、とりわけ心を浮き立たせる朝の情景である。チッチッと鳴く虫の甲高い声が彼女を包んで、見上げれば、数千羽もの焦げ茶の鳥たちが空を波立たせて様々な文様を形作っている。このFalconstarに戦火が及んでいると自然は知る由も無いのだ、そうボンヤリと彼女は思う。
　「陛下、Hammerfellに展開する軍からの報告です」一人の伝令を連れて来たメイドが言った。彼は肩で息をしており、体中を泥と汗で汚している。それは、何マイルもの長い距離を速駆けしてきた証拠である。
　「女王陛下」頭を垂れて伝令は述べる。「陛下の御子息、Uriel様に関する悲報であります。Ichidag地方のHammerfellにてUriel様はCephorus軍と遭遇、そこで戦闘に突入しました。陛下はUriel様の御健闘を誇るべきであります。しかし、最終的には帝国軍は我が軍を打破、Uriel様は虜囚の身となられました。Cephorus王はUriel様をGilaneに連行するものでありましょう」
　Potemaは顔をしかめて知らせを聞いていると、「出来の悪い子ね」遂に、そう言葉を漏らした。
　彼女は立ち上がると、兵士たちが武装して戦闘の準備をしている野営地へと歩いて行く。随分と前から兵士たちは、自分の主人は祝典に顔を出すこともしないし、敬礼を贈られるよりも戦功を挙げる方をずっと好んでいると理解していたのだ。彼女の歩いて行く先には、既にVhokken公が攻性魔道士の指揮官と綿密な戦術について詰めの議論を交わしていた。
　「陛下」彼女の後ろを付いて来た伝令が声を掛ける。「如何なさるお積りですか？」
　「MagnusはKogmenthist城跡という有利な陣地を取っているけど、でも、この一戦に打ち勝つ積りよ」Potemaは答えた。「Urielを使って何かする積もりなら、それに私も従うまでよ。身代金を払えと言うなら、それを払うし。捕虜の交換をしろと言うなら、その交換をするし。さあ、風呂にでも浸かって休んで頂戴。くれぐれも戦闘には巻き込まれないようにね」
　「理想的な筋書きとは言えないな」指揮官用のテントに足を踏み入れたところでVhokken公が切り出した。「もしも西から城を攻めるならば、魔道士や弓兵の攻撃をまともに受けることになる。東からならば、湿地帯を抜けなければならない。そういう類の地形では、Argonianたちは我々よりも有利に事を運べるだろう。非常に有利に」
　「北と南は？　丘の真正面にぶつかるかしら？」

　「非常な急勾配ですよ、陛下」指揮官が言う。「そこには弓兵を配置するべきでしょうが、あまりにも我が軍の消耗が激しくなるでしょう」
　「それに湿地帯も在る」事務的にPotemaは付け加える。「ここは引いておいて相手が出て来るのを待つのが得策か」
　「もしも待ちに入るならば、CephorusはHigh Rockからも軍を召集して我々を囲い込むだろうな」Vhokken公が言い添える。「好ましい戦況とは言えないね」
　「兵たちに伝えてきます」指揮官が立ち上がりながら言う。「湿地帯での戦闘を準備するように」
　「いえ」Potemaは制した。「私が伝えてきましょう」

　野営地の中心に、完全武装した兵士たちが集まっていた。彼らは性別も人種も年齢も熟練の度合いも職業も多種多様であり、Cyrodiil、Nord、Breton、Dunmer、そして貴族の子弟、店主、農奴、司祭、売春婦、農場経営者、学者、冒険者らが揃っていた。Tamriel帝室の象徴である赤金剛石の旗の下に、彼らは一様に集ったのである。
「私の子供たちよ」まだ霧がかっている朝の情景の中にPotemaの声が響いて行く。「我々は一丸となって数多の戦火をくぐり抜けてきた。森林を越えて砂漠を越えて、或る時は山の頂上で或る時はビーチヘッド（訳注　海岸の上陸地点を意味する軍事用語）で。そして、諸君の見せてくれた偉大なる武勇の数々は、まさしく私の心を震わせるものであった。諸君の見せてくれた下劣な戦闘、背信や冷酷かつ残忍な所業の数々、それもまた等しく私の心を喜ばせるものであったのだ。何故ならば、諸君は誰しも戦士であるからなのだ」
　要点へ近付くにつれて、兵士たちの間を行き来して一人一人の顔を目に収めていく。「諸君の血液、諸君の頭脳、諸君の筋肉、そして諸君の思考と行為の一切に於いて戦争は遂行されるものである。玉座に真の皇帝を、Uriel Septim三世を求めることを止めて我々が敗北するとき、そうして戦争が終わるとき、その時に諸君は戦士ではなくなるかも知れない。戦争が始まる前の生活へと、故郷の農場や都市へと戻って、古傷を見せびらかしたり、今日の事を隣人との話の種にしたりするかも知れない。しかしながら、この日この時に於いて、疑いも無く、諸君は戦士であるのだ。然り、諸君こそ戦争であるのだ」
　Potemaは、自分の言葉が生き生きと働いているのが分かった。彼女を中心にする人々の、その目は殺戮を予感して血走り、その腕は武器を握って強張っているからだ。そして、一層に声を張り上げて演説を続ける。「これより、諸君は湿地帯を走破することになる。そう、Oblivion界の最も邪悪なる妖魔の如く。そして、Kogmenthist城跡に陣取る爬虫類どもの鱗を引き裂いてやるのだ。諸君は戦士である。しかし、戦士に要求されるのは戦闘のみではない。勝利である。然り、諸君は勝たねばならない、勝たねばならないのだ！」
　彼女の言葉に呼応する兵士の怒号は、野営地中の木々から驚いた鳥たちを羽ばたかせた。
　南方の丘の見晴らしの良い場所に立って、PotemaとVhokken公は激化する戦闘を眼下に一望していた。ここから眺めると、土くれの固まりに見えるKogmenthist城跡を前後に挟んで、二色の虫の群れが揺れ動いているようである。時折に魔道士たちから放たれる炸裂炎や酸性雲が明滅して注意を惹くが、しかし時間が経つにつれて戦況は混沌とした様相を呈するのみとなっていく。

「馬に乗って誰か近付いてくる」静寂を破ってVhokken公が切り出す。
それはGilaneの紋章を付けた若いRedguardの女であったが、しかし手には白旗が掲げられている。そのため、Potemaは彼女の接近を許した。朝方の伝令のように、その騎手も酷く疲れきっている様子だ。
　「女王陛下」息も切れ切れに彼女は言葉を搾り出す。「Cephorus王から悲報を伝えに来ました。Ichidagの戦闘に於いてUriel様を捕虜としてGilaneに連行しました」
　「みんな知っているわ」馬鹿にしたようにPotemaは答えてみせる。「私の方にも自前の伝令が在るのよ。この戦闘に私が勝ってから、あなたの主人に伝えて頂戴。身代金も払うし捕虜の交換にも――」
　「陛下、Gilaneへ連行する途中に、逆上した群集がUriel様の乗る馬車と遭遇したのです」口早に騎手は言う。「御子息は死にました。馬車もろともに焼打ちに遭ったのです。Uriel様は死にました」
　Potemaは、その騎手から目を離して戦況に視線を送った。彼女の軍勢は優勢である。Magnus軍は退却に取り掛かっている。
　「もう一つ、伝えることが在ります」騎手は言う。「Cephorus王が皇帝を宣言なさいました」
　Potemaは騎手を見ていなかった。彼女の兵たちは勝利を口々に祝っていた。
「The Wolf Queen, Book Eight」

　「狼女王」第八巻
　Waughin Jarth著

　第２世紀の賢人Inzolicusの手記より

　第３紀１２７年

　Ichidagに於ける戦闘の後に、皇帝Uriel Septim三世は捕虜となった。しかし、HammerfellのGilane王国に在る叔父の城へと連行される前に、逆上した暴徒の手に掛かって彼は没したのである。そのため、この叔父であるCephorusは、皇帝を宣言して帝都へと進んだ。かねてよりUriel帝と狼女王Potemaとに忠誠の篤かった兵達は、この新皇帝へと新たに忠誠を誓うところとなったのである。Skyrim、High Rock、Hammerfell、Summerset Isles、Valenwood、Black Marsh、そしてMorrowindに於ける貴族たちは、この新皇帝への援助を申し出るのと引き換えに、更なる自治と帝国からの独立を要請した。〈赤金剛石の乱〉は、こうして終息したのである。
　Potemaは、その後も依然として劣勢の戦を続けていた。だが、その支配地域は次第に狭まっていき、遂には拠点とするSolitudeのみを残すところとなった。Daedraを召喚して行使したり、屍術師によって敵軍の死体を不死の戦士として蘇らせたりしつつ、Cephorus Septim一世とLilmoth国王Magnusとの軍勢に対して何度も攻撃を仕掛けたのである。Potemaと同盟を結んでいた者達は、女王は狂気に陥ったと彼女の下を離れ始め、Potemaに残された唯一の仲間は何年も掛けて集められたゾンビとスケルトンのみとなっていった。Solitude王国は死の支配する土地となった。腐りかけのゾンビメイドにかしづかれて吸血鬼の将軍と戦略を協議する、そんな老境の狼女王の話が彼女の臣民たちを震え上がらせていたのである。
　第３紀１３７年
　Magnusは部屋の小窓を開けた。一週間の始まりに、街の物音が聞こえて来る。行き交う荷馬車の軋み、馬たちが丸石に蹄を掻き鳴らす音、どこからか響く子供達の笑い声。満足げに微笑むと、ベッドの傍に戻って洗顔と着替えを済ましてしまう。と、聞き慣れたノックの音。
　「入りなさい、Pel」

　Pelagiusは転がり込むように部屋へと入って来る。もう彼が何時間も眠っていないことは明らかだ。そのエネルギーにMagnusは舌を巻くと同時に、この十二歳の少年と追いかけっこをしても直ぐに自分はへばってしまうだろうと感心したものである。
　「お父さん、もう外を見た？」Pelagiusは尋ねる。「街のみんなが帰って来たよ！　商店も魔道士ギルドも、海岸の方へ下れば、色んな所から色んな人が遣って来て数え切れないぐらいお店が開かれてるよ！」
　「もう、何も恐れるものは無くなったからな。あの迷惑な隣人がけし掛けて来たゾンビやゴーストどもには充分に注意を払ってきたし、だから戻っても安心だと分かったのさ」

　「Cephorus叔父さんも、死んだらゾンビになってしまうの？」

　「兄さんに限って、それは無さそうだな」笑ってMagnusは答える。「でも、どうして？」
　「みんな、叔父さんは年を取ってて病気だって」

　「そう年寄りでもないさ」Magnusは言う。「六十歳、父さんより二歳年上のだけだよ」
　「それじゃあ、Potema叔母さんは？」

　「七十歳」Magnusは答える。「確かに、お婆さんだろうな。他に聞きたいことは？　今から指揮官と話に行かなきゃならんのでね。でも、夕食は一緒に摂るから、その時にね。バタバタと走り回るのは良いけど、面倒は起こさないようにね」
　「うん、了解」まだ叔母の城に包囲網を敷く仕事が父には残っていると、Pelagiusは知っているのだ。それが終わってPotemaを生け捕りに出来れば、宿営地にしている宿を引き払って兵達は城へと雪崩れ込むだろう。でも、それを特に待ち望んでいる訳ではないのだ。街中は楽しく賑やかで、確かに死臭も漂って来るけれど、それはムッとくるような汚臭も放たない清潔な城堀の臭いよりもさえマシなものである。街中の所を選ばず、百万もの花々が至る所に咲き誇っている。
　彼は何時間も街を散策して、食べ物を買ったり、妹やLilmothに帰郷している母のためにリボンを買ったりした。それから、他に誰か贈り物を買うべき人は居るかしら、そう考えて途方に暮れてしまった。何しろ、従兄弟の全て、Cephorus叔父さんの子供もAntiochus叔父さんの子供もPotema叔母さんの子供も全て、この戦争の間に死んでしまったのだ。彼らの何人かは戦闘で討ち死にしたり、何人かは作物の度重なる焼き討ちに遭って飢饉で飢え死んでしまったりした。Bianki叔母さんも、去年、死んでしまった。生き残っているのは、彼と彼の母に妹に父、そして皇帝の叔父だけである。そう、それにPotema叔母さんも。でも、本当は数には入れなかったのだ。
　朝のまだ早い時間に魔道士ギルドの所まで差し掛かった彼は、しかし、そこに足を踏み入れることは無かった。何時もならば、魔道士たちが奇妙な煙や水晶、それに古びた書物でもって彼を驚かせてくれる。けれど、今回は、Cephorus叔父さんにプレゼントを買うだけにしようと決めたのだ。Solitudeの魔道士ギルドで作られている記念品にしようと。
　そこで、入口のドアで何か老婆がまごついているのを見付けて、彼女の代わりに扉を開けてやった。
　「ありがとうよ」彼女が返す。

　間違い無く、今までPelagiusが会ってきた中で、彼女は一番に年を取った人物であった。腐りかけた古い林檎を、ボサボサの明るい白髪が縁取っている、そんな風に彼女の顔は見えるのだ。だから、その老婆が彼の頭を撫でようとした時に、その節くれだって鉤爪を具えた手から本能的に身を逸らしていたのである。だが、直ぐに彼女の首を飾る宝石にPelagiusは魅了されてしまっていた。それは黄色く輝く一粒の美しい石で、しかし、あたかも何者かを内部に封じ込めているかのようである。そう、蝋燭の灯を受けて一際に明るく輝いてみせた時に、確かに四足の獣の這い回る姿が映し出されていたのだ。
　「ソウルジェムよ」彼女は言った。「強大で凶悪な人狼の魂が注ぎ込まれているのさ。前に、ずっと前に、人々を魅了するよう魔法が施されたのだがね。しかし、私は別の魔法を掛けてやろうと思案してきたのさ。きっと、変化の領域から、施錠か防護、そんなところさね」そこで言葉を切ると、その目やにの溜まった黄色い目で彼を注意深く見詰める。「何だか見た顔だね、坊や。名前は？」
　「Pelagius」普段ならばPelagius皇子と名乗るところだったけれど、街中で無用の注目は集めたくなかったのだ。
　「ふむ、Pelagius、何処かで聞いた名前だねぇ」ゆっくりと笑ってみせる。「今は一人かい、Pelagius？」
　「父さんは……今は兵隊さんと一緒にお城を壊しているって。でも、城壁に穴を開けたら戻って来るって」

　「敢えて言うけどね、さして時間は掛からないだろうよ」彼女は嘆息してみせる。「どれだけ上手くこしらえたって、結局は何にも持ちはしないのさ。で、魔道士ギルドで何か買物かい？」

　「叔父さんにプレゼントが欲しいんだ」彼は答える。「でも、お金が足りるかな」
　老婆は自分がギルドのエンチャンターの方に足を運んでいる間、その少年に商品を眺めるままにさせておいた。彼は若く野心に燃えるNordで、Solitudeの新国王である。それから、少しの交渉と多くの金銭でもって、例のソウルジェムから魅了の魔術を取り去って強力な呪いを封じ込めよう説得できた。その呪いは遅効性で、年を経る毎に装着者の理性を奪い去り、遂には狂気に走らせるという代物である。加えて、火炎抵抗の付与された安物の指輪も買っておいた。
　「年寄りに親切にしてくれたお礼だよ、ほら、これを遣ろう」そう言って、手元の首飾りと指輪を寄越してくる。「その指輪は叔父さんに遣りな、空中浮揚の魔法が込められているから高い所から跳び立っても安心だって、そう言ってね。そのソウルジェムはお前がもらっておき」
　「ありがとう」少年は言った。「でも、お婆さんは何て親切なんだろう！」
　「親切なのと、これとは関係ないよ」ひどく真面目な調子で彼女は答える。「実は、帝国宮廷の記録室に一度か二度か忍び込んでね、お前に関してElder Scrollが予言している記載を盗み見したことが在るのさ。いいかい、坊やは何時か皇帝に、皇帝Pelagius Septim三世になる。そして、このソウルジェムに導かれて、子々孫々まで、お前の名前と偉業が忘れられることは無いのさ」
　この言葉を残して、その老婆は魔道士ギルドの裏路地に姿を消してしまった。彼は急いで後を追ったけれど、そこに山積みになった瓦礫まで調べることには思い至らなかった。もしも調べていたならば、帝都の地下を通じてSolitude城のちょうど中心にまで続くトンネルを発見したであろう。そして、もしも発見していたならば、ヨタヨタと歩き回る不死者たちや嘗ては壮麗な宮殿であった朽ち掛けの廃墟を越えて、あの女王の寝室にまで踏み込んだことだろう。
　その寝室では、自分の城が壊されていくのを聞きながらSolitudeの狼女王が休息を取っているのを見付けたことだろう。そして、すっかり歯の抜け落ちた笑みを顔中に張り付かせながら彼女が最後の一息を吸い込む瞬間を見付けたことだろう。
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　第３紀１３７年

　一ヶ月にも亘る攻城戦の後に、Potema Septimは死没した。彼女が生きている時には、彼女は、Solitudeの狼女王であり、皇帝Pelagius二世の娘であり、国王Mantiarcoの妻であり、女帝Kintyra二世の叔母であり、皇帝Uriel三世の母であり、そしてAntiochus帝とCephorus帝の姉妹であった。彼女の死後、王国評議会に従う形式上のSolitudeの頭目として、Magnusは息子Pelagiusを任命したのである。
　第３紀１４０年
　Cephorus帝は落馬によって命を落とした。彼の弟は、自身を皇帝Magnus Septimとして宣言した。
　第３紀１４１年

　当時の帝国史に、「Solitude国王Pelagiusは時折に錯乱状態となる」と記録されることになる。PelagiusはVvardenfellの女公爵Katariahと結婚する。
　第３紀１４５年
　皇帝Magnus Septimが死没。彼の息子、後に‘狂帝’として知られるようになるPelagiusが帝冠を授かる。
